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三
　
輪
　
宗
　
弘

は
じ
め
に

問
題
の
所
在

　
敗
戦
直
後
、
企
業
は
軍
需
産
業
か
ら
民
需
産
業
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。

食
糧
事
情
逼
迫
下
、
肥
料
増
産
は
衆
目
の
一
致
す
る
国
民
的
関
心
事
で
あ

り
、
加
え
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
十
一
項
の
中
で
「
日
本
国
愁
事
ノ
経
済
ヲ

支
持
シ
且
公
正
ナ
ル
実
物
賠
償
ノ
取
立
ヲ
可
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
が
如
キ
産
業

ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ル
ベ
シ
　
但
シ
日
本
国
ヲ
シ
テ
戦
争
ノ
為
再
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

備
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
シ
ム
ル
が
如
キ
産
業
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ
」
と
い
う

連
合
国
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。
航
空
器
用
ガ
ソ
リ
ン
・
カ
ー
バ

イ
ト
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
生
産
に
従
事
し
た
企
業
は
、
既
存
設
備
の
転
用

に
よ
る
硫
安
・
石
灰
窒
素
へ
の
転
換
を
計
画
し
、
と
り
わ
け
旧
肥
料
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

カ
ー
の
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
。
海
軍
・
農
林
省
・
商
工
省
・
化
学
工
業
統

制
会
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
連
合
国
総
司
令
部
（
以
下
総
司
令
部
と
略
．

称
）
や
在
横
浜
第
八
軍
・
在
京
都
第
一
軍
団
・
各
地
方
軍
政
部
も
肥
料
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

産
に
は
熱
意
を
持
ち
協
力
的
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
軍
需
生
産
（
戦
時
中
）
か
ら
民
需
生
産
（
戦
後
）
に

移
行
し
た
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
工
場
へ
の
転
換
過
程
を
、
一
次
史

料
を
用
い
て
実
証
的
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
主
に
対
象
と
す
る
時

期
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
か
ら
翌
四
六
年
六
月
ま
で
と
し

た
。
戦
時
中
ハ
イ
オ
ク
タ
ン
価
ガ
ソ
リ
ン
を
製
造
し
て
い
た
旧
海
軍
燃
料

廠
の
設
備
の
転
用
に
よ
る
硫
安
製
造
は
、
占
領
政
策
の
揺
藍
期
に
は
、
非

軍
事
化
と
い
う
そ
の
基
本
政
策
に
抵
触
す
る
と
み
ら
れ
や
す
い
問
題
で
あ

っ
た
。
農
業
と
軍
事
の
双
方
に
か
か
わ
る
が
ゆ
え
に
、
見
解
の
相
違
が
生

じ
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
視
点
を
転
ず
る
と
、
こ
の
種
の
軍

事
産
業
か
ら
平
和
産
業
へ
の
転
換
は
、
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
戦
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
戦
後
の
連
続
・
非
連
続
と
い
う
問
題
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
化
学
工



学史営経

業
・
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
、
何
が
戦
後
に
受
け
継
が
れ
、
ま
た
何
が

新
し
く
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
実
証
的
研

究
は
、
技
術
導
入
一
覧
表
を
除
け
ば
、
質
量
と
も
に
乏
し
い
。
加
え
て
東

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
シ
リ
ー
ズ
『
戦
後
改
革
』
で
実
証
的
研
究
の

地
味
な
蓄
積
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
多
角
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
見
る
べ
き
成
果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
現
状
に
鑑
み
、
筆
者
は
、
海
軍
燃
料
廠
の
戦
後
初
期
の
転
換
経
過
を
あ

と
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
産
業
へ
の
転
換
と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

ク
な
変
貌
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
過
程
で
戦
前
戦
中
の
資
本
ス
ト
ッ
ク

や
人
材
が
再
活
用
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
す
ば
や
い
転
換
を
可
能
に
し

た
こ
と
を
浮
彫
り
に
し
た
い
と
考
え
た
。
企
業
が
既
存
の
資
本
ス
ト
ッ
ク

を
生
産
活
動
に
結
び
つ
け
た
こ
と
の
重
要
性
を
見
す
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
本
稿
は
、
敗
戦
直
後
、
日
本
の
企
業
は
敗
戦
シ
ョ
ッ
ク
の
も
と
で
、

ま
と
も
な
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
通
説
的
イ
メ
ー
ジ
に

反
証
を
提
起
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
日
本
経
済
史
・
個
別
産
業

史
・
技
術
史
の
著
作
の
記
述
の
書
き
出
し
が
ほ
と
ん
ど
「
傾
斜
生
産
方

式
」
も
し
く
は
「
爆
撃
被
害
状
況
・
損
失
」
か
ら
始
ま
り
、
一
九
四
五
年

四
六
年
前
半
の
企
業
活
動
を
等
閑
に
付
し
て
い
る
。
例
え
ば
著
名
な
『
戦

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

後
日
本
化
学
工
業
史
』
で
は
生
産
実
績
が
上
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

時
期
の
企
業
活
動
に
極
め
て
低
い
評
価
し
か
下
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
一

方
、
連
合
国
の
権
力
や
権
限
を
絶
対
的
で
あ
る
と
と
ら
え
、
企
業
活
動
に

横
難
裁
量
の
余
地
が
全
く
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
歴
史
像

が
流
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
段
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
化
学
肥
料
企

業
は
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
「
今
後
」
の
経
営
方
針
を
模
索
し
、
旧
記
設

備
・
資
材
の
確
保
を
図
る
な
ど
活
発
な
企
業
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
軽

金
属
製
造
工
業
は
肥
料
製
造
に
よ
る
生
き
残
り
戦
略
を
真
剣
に
考
え
て
い

ヘ
フ
　

た
し
、
軍
も
企
業
へ
の
資
材
の
移
転
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
敗
戦
直
後
一

時
的
に
企
業
家
は
虚
脱
感
に
陪
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
肥
料
企
業
に
限

ら
ず
、
企
業
は
「
今
後
」
の
対
応
策
に
追
わ
れ
、
従
業
員
の
最
低
限
の
賃

金
を
支
払
え
る
よ
う
な
仕
事
を
捜
し
、
企
業
の
存
続
を
図
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
場
合
、
日
産
化
学
工
業
㈱

の
技
術
支
援
を
得
て
、
日
本
肥
料
㈱
に
よ
っ
て
硫
安
転
換
工
事
が
進
め
ら

れ
、
東
海
硫
安
工
業
㈱
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
。

　
先
行
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
硫
安
肥
料
製
造
と
旧
海
軍
燃
料
廠
転
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
言
及
し
た
網
羅
的
通
史
と
し
て
有
用
な
も
の
に
『
日
本
硫
安
工
業
史
』

が
あ
る
。
賠
償
問
題
と
の
関
係
で
記
述
し
た
研
究
に
仙
波
恒
徳
氏
の
「
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
賠
償
政
策
の
推
移
」
が
あ
る
が
、
海
軍
燃
料
廠
の
転
換
に
関
し
て
は
、

『
日
本
硫
安
工
業
史
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
第
三
海
軍
燃

料
廠
の
転
換
経
過
に
つ
い
て
は
、
神
崎
清
潔
の
綿
密
な
回
想
「
徳
山
工
場

　
　
　
　
　

の
夏
扇
8
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
石
川
一
郎
文
書
（
東
京
大
学
卒

済
学
部
図
書
館
蔵
）
、
陸
海
軍
終
戦
処
理
・
引
渡
関
連
資
料
（
防
衛
研
究

所
図
書
館
蔵
）
、
G
H
Q
文
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
跡
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

海
軍
の
敗
戦
後
の
対
応
お
よ
び
農
林
省
の
傘
下
の
日
本
肥
料
㈱
の
対
応
を

明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
日
産
化
学
工
業
㈱
は
じ
め
敗
戦
直
後
の
企
業
活

動
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
海
軍
・
日
本
肥
料
㈱
・
日
産

59
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化
学
工
業
㈱
の
敗
戦
直
後
に
お
け
る
「
企
業
」
活
動
を
、
相
互
に
関
連
さ

せ
な
が
ら
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
戦
後
経
営
史
研
究
の
進

展
の
一
助
と
も
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
章

敗
戦
直
後
の
対
応

－
設
備
と
資
材
を
め
ぐ
っ
て
一

　
一
i
一
　
民
間
企
業
と
肥
料
増
産

　
敗
戦
か
ら
十
七
日
目
に
あ
た
る
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
九
月
一
日
、

帝
国
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
農
林
省
・
硫
安
肥
料
製
造
業
組
合
・
企
業
が
会

合
し
、
第
二
回
「
硫
安
肥
料
工
業
二
関
ス
ル
官
民
懇
談
会
」
が
開
か
れ
た
。

出
席
し
た
企
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
窒
素
、
三
菱
化
成
、
「
日
産
化

学
、
．
日
東
化
学
、
日
本
製
鉄
、
東
洋
高
圧
、
宇
部
興
産
、
日
窒
化
学
、
昭

和
電
工
、
住
友
化
学
、
住
友
多
木
、
東
亜
合
成
、
東
北
肥
料
。
各
企
業
が

爆
撃
被
害
状
況
・
復
旧
工
事
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
最
後

の
総
括
に
立
っ
た
硫
安
組
合
理
事
長
井
野
碩
哉
は
、
業
界
の
先
行
き
不
安

を
代
弁
し
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　
「
業
者
ノ
内
ニ
ハ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
実
行
二
当
リ
硫
安
工
業
が
認

　
　
　
［
マ
　
　
　
マ
　
】

　
　
メ
ラ
レ
ハ
シ
マ
イ
カ
ト
ノ
危
催
ノ
念
ヲ
懐
キ
手
控
工
勝
ト
ナ
ル
向
モ

　
　
ア
ル
ヤ
ニ
懸
念
セ
ラ
ル
・
ヲ
以
テ
此
点
二
関
シ
政
府
が
補
償
ヲ
ス
ル

　
　
態
度
ヲ
決
定
サ
レ
度
ク
農
林
大
臣
二
進
言
シ
タ
ル
処
大
蔵
大
臣
ト
モ

　
　
相
談
シ
閣
議
ニ
モ
懸
ケ
ル
旨
返
答
ヲ
得
タ
リ
」

　
こ
の
発
言
を
受
け
、
同
席
し
た
農
林
省
肥
料
統
制
課
長
撃
手
操
六
は
、

肥
料
増
産
へ
の
協
力
を
明
言
し
た
。

　
　
「
硫
安
一
六
二
万
落
石
窒
三
八
万
漣
過
燐
酸
一
五
〇
万
殖
ヲ
最
後
迄

　
　
残
ス
ベ
ク
頑
張
ル
覚
悟
デ
ア
リ
、
業
者
ノ
将
来
二
対
ス
ル
不
安
ヲ
除

　
　
去
ス
ル
為
メ
ノ
措
置
二
附
テ
ハ
資
材
局
長
モ
充
分
考
慮
ス
ベ
シ
ト
ノ

　
　
意
向
」

　
　
「
復
旧
二
要
ス
ル
資
材
ハ
早
急
二
調
査
シ
最
近
種
々
ノ
資
材
が
入
手

　
，
シ
得
プ
ル
・
情
勢
二
在
ル
ヲ
以
テ
当
局
一
二
組
合
ト
密
接
ナ
ル
連
絡

　
　
　
（
1
0
）

　
　
ヲ
願
度
」

　
物
資
欠
乏
の
著
し
か
っ
た
戦
時
中
に
資
材
の
配
給
を
後
回
し
に
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

肥
料
生
産
量
が
低
下
し
た
化
学
肥
料
会
社
に
し
て
み
れ
ば
、
資
材
確
保
に

関
す
る
政
府
保
証
は
、
増
産
計
画
立
案
に
欠
か
せ
な
い
前
提
で
あ
っ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
報
を
新
聞
で
知
っ
た
軍
需
関
連
企
業
が
平
和
産
業

へ
の
方
向
転
換
を
図
る
の
は
当
然
の
対
応
で
あ
る
。
賃
金
支
払
い
・
予
想

さ
れ
る
賠
償
問
題
・
時
下
の
食
料
難
に
鑑
み
、
農
作
物
増
産
に
必
要
な
肥

料
製
造
は
、
占
領
下
の
企
業
活
動
を
円
滑
な
ら
し
め
る
、
と
い
う
判
断
も

当
然
働
い
た
で
あ
ろ
う
。
井
野
理
事
長
・
柿
手
課
長
の
発
言
は
企
業
側
の

将
来
見
通
し
に
対
す
る
不
安
や
動
揺
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
側

の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
つ
た
わ
っ
て
く
る
。

　
戦
時
中
、
原
材
料
の
確
保
困
難
・
人
手
不
足
・
交
通
網
の
麻
痺
・
爆
撃

に
よ
る
破
壊
お
よ
び
そ
の
結
果
生
じ
た
遠
路
に
よ
っ
て
、
生
産
能
力
が
大

幅
に
低
下
し
た
（
表
1
を
参
照
せ
よ
）
。
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
・
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
だ
　

可
能
な
機
械
や
無
傷
の
設
備
は
残
っ
て
い
た
。
社
史
を
塞
け
ば
枚
挙
に
い

と
ま
な
し
で
あ
る
が
、
二
、
三
の
肥
料
関
連
企
業
の
活
動
を
挙
げ
れ
ば
、

日
本
カ
ー
バ
イ
ト
奥
村
政
雄
社
長
は
八
月
一
九
日
に
石
灰
窒
素
三
倍
増
産

60



経営史学
計
画
を
立
て
、
し
か
も
島
田
俊
雄
農
林
大
臣
に
資
材
面
で
の
協
力
を
取
り

　
（
1
3
）

付
け
た
。
昭
和
電
工
川
崎
工
場
は
、
八
月
一
六
日
、
復
旧
方
針
を
決
定
し
、

電
解
設
備
・
合
成
設
備
等
の
比
較
的
被
害
の
軽
微
な
も
の
か
ら
工
事
に
着

手
し
た
。
ま
た
昭
和
電
工
鹿
瀬
工
場
で
は
、
老
旧
化
し
て
は
い
た
が
残
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

設
備
で
ば
や
く
も
九
月
六
日
に
、
石
灰
窒
素
肥
料
生
産
を
再
開
し
た
。
さ

ら
に
、
電
気
化
学
工
業
㈱
取
締
役
社
長
近
藤
鑛
次
は
昭
和
二
〇
年
八
月
二

七
日
付
け
で
化
学
工
業
統
制
会
会
長
石
川
一
郎
宛
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を

出
状
し
た
。
こ
こ
に
は
、
終
戦
直
後
の
す
ば
や
い
企
業
活
動
が
鮮
か
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ

　
　
「
拝
啓
　
去
ル
廿
五
日
掛
僅
セ
ラ
レ
タ
ル
懇
談
会
ノ
御
指
示
二
上

　
　
キ
弊
青
海
工
場
、
大
牟
田
工
場
並
二
傍
系
会
社
タ
ル
北
海
電
化
伏
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
工
場
及
ビ
東
北
電
気
製
鉄
和
賀
川
工
場
ノ
四
工
場
二
於
テ
至
急
石
灰
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
窒
素
肥
料
生
産
増
加
ノ
計
画
ヲ
樹
立
致
候
　
悪
書
此
際
右
計
画
二
要

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ス
ル
窒
素
瓦
斯
製
造
機
ヲ
青
海
、
大
牟
田
、
伏
木
ノ
三
工
場
二
毎
時

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
一
、
○
○
○
立
方
米
装
置
各
一
台
設
置
ス
ル
必
要
有
之
候
二
付
何
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
御
斡
旋
沓
下
星
学
上
裳
　
敬
旦
ぐ
（
傍
点
一
引
用
者
）

　
こ
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
化
学
工
業
統
制
会
も
懇
談
会
を

開
催
し
、
企
業
に
肥
料
増
産
・
設
備
拡
張
を
懲
懸
’
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
電
気
化
学
工
業
が
こ
の
機
会
を
と
ら
え
全
国
で
石
灰
窒
素
増
産
を

図
る
と
と
も
に
、
血
路
に
な
っ
て
い
た
窒
素
分
離
器
の
手
配
斡
旋
ま
で
依

頼
す
る
と
い
う
意
欲
的
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
石
川

会
長
は
当
時
硫
安
肥
料
製
造
業
組
合
相
談
役
も
兼
務
し
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
終
戦
の
月
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
企
業
・
農

林
省
・
化
学
工
業
統
制
会
・
硫
安
肥
料
製
造
業
組
合
が
相
互
に
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
敗
戦
後
へ
の
不
安
や
問
題
点
を
少
し
で
も
取
り
除
き
、

’
肥
料
増
産
を
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
i
二
　
連
合
国
と
日
本
の
戦
闘
能
力
破
壊

　
占
領
開
始
前
後
の
米
軍
の
最
大
関
心
事
か
つ
主
任
務
は
、
日
本
の
戦
闘

能
力
を
無
に
帰
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
G
H
Q
－
S
C
A
P
が
昭
和
二
〇
年

（一

緕
l
五
）
九
月
二
日
に
日
本
大
本
営
に
命
じ
た
「
陸
海
軍
一
般
命
令

　
　
（
1
6
）

第
一
号
」
（
の
0
＞
r
℃
U
一
『
Z
ρ
　
H
）
の
第
一
項
で
「
完
全
二
武
装
ヲ
解
除
シ

且
上
記
ノ
連
合
国
指
揮
官
二
依
リ
指
定
セ
ラ
ル
ル
時
期
及
ヒ
場
所
二
二
テ
、

総
テ
ノ
武
器
及
ヒ
装
備
ヲ
現
在
ノ
儘
完
全
且
良
好
ナ
ル
状
態
二
等
テ
譲
渡

ス
ル
コ
ト
ヲ
命
ス
」
と
記
さ
れ
、
具
体
的
に
は
第
六
項
で
輸
送
施
設
・
通

信
施
設
・
軍
用
物
資
製
造
工
場
な
ど
の
維
持
が
掲
げ
ら
れ
、
「
総
テ
ノ
兵

器
、
弾
薬
、
爆
発
物
、
装
備
、
軍
貯
蔵
品
、
浦
給
品
其
他
有
ユ
ル
種
類
ノ

戦
屠
警
世
二
戦
用
資
材
」
を
「
殿
損
セ
ス
且
良
好
ナ
ル
状
態
二
身
ク
ヘ

シ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
連
し
て
、
米
軍
の
求
め
で
九
月

二
二
日
に
H
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
大
佐
（
後
の
G
l
W
部
長
、
類
・

じ弓

夋
?
。
。
ユ
）
を
往
訪
し
た
岡
崎
勝
男
終
連
長
官
は
、
左
記
の
通
知
「
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
＞

海
軍
ノ
軍
需
品
引
渡
シ
ニ
関
ス
ル
件
」
を
受
け
た
。

　
　
「
米
側
・
ハ
大
体
十
月
末
迄
二
日
本
陸
海
軍
ノ
武
器
、
弾
薬
、
軍
需
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
等
ノ
引
渡
ヲ
受
ケ
ル
筈
ナ
ル
が
嘱
今
般
其
ノ
大
部
分
ヲ
日
本
政
府
ニ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
引
渡
ス
コ
ト
・
セ
リ
。
　
　
右
の
中
食
糧
、
医
薬
品
、
寝
具
等
ハ
之

　
　
ヲ
救
済
事
業
二
使
用
セ
ラ
レ
度
、
其
ノ
他
ノ
物
質
（
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第24巻　第3号

戦時中から戦後にかけての化学肥料・アルミニューム生産量（トン）表1

化　学　肥 料　工　業 軽金属工業

年　度
硫安 硫安 硫安 石灰窒素 アルミニウム
（全国） （昭和電工） （日産化学） （昭和電工） （昭和電工）

1940 1，111，155 171，048 100，778 42，600 9，874

41 1，240，295 184，776 90，284 60，346 14，730

42 1，146，087 167，060 98，939 45，055 18，491

43 966，456 　　　　馬P76，017 85，434 34，163 22，779

44 712，311 120，995 77，714 35，392 28，276

45 243，021 25，257 70，364 16，882 6，035

46 469，376 55，761 81，494 39，867 1，207

47 720，225 70，584 77，803 46，058 1，242

48 915，363 93，492 73，288 67，665 1，700

49 1，185，451 109，122 96，973 107，149 4，729

50 1，501，210 162，525 一 124，797 4，281

11『昭和電工五十年史』264－265頁，

　より作成。

2）単位はトン。

日産化学『八十年史』321頁及び『日本硫安工業史』775頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
等
ヲ
モ
含
ム
）
ハ
之
ヲ
有
効
二
使
用
セ
ラ
レ
差
支
ナ
シ
。
」
（
傍
点
一

　
　
引
用
者
）

　
占
領
計
画
を
立
て
た
の
が
G
一
∬
（
参
謀
第
二
部
）
で
あ
ゆ
、
武
器
処

分
担
当
は
G
－
W
で
あ
っ
た
。
停
戦
後
の
喫
緊
の
課
題
が
、
陸
海
軍
戦
力

の
潰
滅
つ
ま
り
対
日
軍
事
処
理
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
交
戦
終
結
直
後
の
状

況
下
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
米
国
陸
軍
省
が
刊
行
し
た
『
マ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

カ
ー
サ
ー
・
レ
ポ
ー
手
』
．
（
渕
8
0
二
。
・
o
h
ζ
霧
》
箒
ピ
さ
一
⑩
①
①
）
に
は
、
・
急

速
な
兵
器
破
壊
状
況
が
記
さ
れ
、
陸
海
軍
の
協
力
も
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

付
言
し
て
お
く
と
、
海
軍
の
場
合
、
海
軍
大
臣
米
内
光
政
の
名
で
各
部
隊

に
占
領
軍
に
協
力
す
る
よ
う
通
達
が
発
せ
ら
れ
、
す
で
に
接
収
準
備
が
す

　
　
　
　
　
　
　
む
ソ

す
め
ら
れ
て
い
た
。

　
軍
需
品
を
陸
海
軍
か
ら
受
渡
さ
れ
、
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
内
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
九
月
二
七
日
に
「
警
保
局
警
務
発
甲
第
一
二
四
口
『
つ
ま
り
「
連
合
軍

ヨ
リ
帝
国
政
府
二
対
シ
交
附
サ
ル
ベ
キ
武
器
其
ノ
他
軍
需
品
及
軍
事
施
設

等
ノ
警
備
措
置
二
関
ス
ル
件
」
を
府
県
長
官
に
通
牒
し
た
。
「
一
部
ヲ
除

キ
」
「
引
渡
ト
同
時
二
民
間
救
済
ノ
為
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
条
件
」
に
し
て
、

連
合
国
よ
り
日
本
政
府
に
「
十
月
末
迄
二
之
が
引
渡
包
含
ヲ
完
了
セ
ラ
ル

ル
予
定
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
内
務
省
の
対
応
は
遅
れ
て
、
物

資
が
円
滑
に
民
間
セ
ク
タ
ー
に
移
転
さ
れ
ず
、
占
領
軍
す
ら
い
ら
だ
ち
を

感
じ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
斑
を
示
せ
ば
、
第
八
軍
経
済
部
長
バ
ラ
ー
ド

大
佐
は
、
昭
和
二
一
年
一
月
一
五
日
、
「
従
来
の
経
験
に
徴
す
る
に
内
務

省
の
措
置
は
概
ね
敏
速
を
欠
き
居
れ
吟
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
月
一

九
日
に
は
「
問
題
は
表
の
上
に
於
て
引
渡
さ
れ
居
る
や
否
や
に
あ
ら
ず
現
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学史経営
実
に
か
か
る
物
資
が
動
か
さ
れ
日
本
の
適
当
な
る
産
業
の
需
要
を
満
し
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

れ
り
や
の
点
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
占
領
の
主
力
実
施
部
隊
の
第
八

軍
が
民
生
維
持
に
も
腐
心
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
対
日
軍
事
処

理
に
対
し
て
峻
厳
で
あ
る
こ
と
と
民
生
維
持
と
は
区
別
し
て
考
え
て
い
た

事
実
が
わ
か
る
。

　
一
i
三
　
海
軍
と
陸
軍

　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
非
武
装
化
が
明
記
さ
れ
た
陸
海
軍
は
、
敗
戦
に
件
う

指
揮
命
令
系
統
の
乱
れ
が
深
く
一
部
で
み
ら
れ
た
が
、
概
ね
堅
実
に
終
戦

処
理
任
務
を
遂
行
し
た
と
い
え
る
。
軍
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
指
令
や
命
令
を
発

し
、
新
事
態
に
即
応
す
べ
く
努
力
を
か
さ
ね
た
。
戦
闘
停
止
・
引
揚
げ
・

武
器
処
理
・
書
類
焼
却
等
様
々
な
任
務
が
あ
っ
た
が
、
本
節
で
は
陸
海
軍

の
平
和
産
業
転
換
に
果
し
た
役
割
を
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
あ
き
ら
か
に
し

た
い
。
軍
か
ら
民
間
へ
の
権
限
委
譲
が
各
地
で
行
わ
れ
た
が
、
通
達
に
関

す
る
書
類
は
、
用
済
猛
た
だ
ち
に
焼
却
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
、
海
軍
次
官
名
で
「
関
係
各
局
部
長
」
に
官

房
軍
機
密
第
七
四
八
号
「
戦
争
状
態
終
結
二
伴
フ
緊
急
措
置
ノ
件
二
進
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

題
ノ
件
左
記
ノ
通
措
置
相
成
度
」
が
出
令
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
「
処
分

法
」
は
「
了
解
セ
バ
直
二
焼
却
」
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
本
文
「
二
」
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
軍
需
生
産
体
制
ヲ
速
二
国
民
生
活
安
定
並
二
民
力
酒
壷
二
転
換
ス

　
　
ヘ

　
　
ル
書
風
ノ
通
処
理
ヲ
進
メ
軍
民
ノ
親
善
増
進
ヲ
期
ス

　
　
ω
　
軍
管
理
工
場
ノ
管
理
ヲ
解
除
シ
製
品
半
製
品
及
原
材
料
ノ
保
管

　
　
流
用
ハ
差
当
リ
生
産
責
任
者
一
二
任
ス

　
　
回
　
軍
需
生
産
ハ
六
二
之
ヲ
停
止
ス
ル
モ
（
主
食
糧
ヲ
原
料
ト
ス
ル

　
　
モ
ノ
ヲ
含
マ
ズ
）
、
交
通
機
関
、
農
機
具
、
監
、
鉄
、
石
炭
其
ノ
他

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
原
材
料
等
ノ
平
和
産
業
向
ノ
生
産
ハ
之
ヲ
続
行
ス

　
　
㈲
　
兵
器
（
平
和
的
使
用
可
能
ノ
モ
ノ
ヲ
含
マ
ズ
）
以
外
ノ
軍
需
品
、

　
　
物
品
殊
二
燃
料
、
自
動
車
、
（
一
ヶ
月
分
以
外
ノ
）
衣
糧
及
薬
品
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
木
材
其
ノ
他
ノ
資
材
ヲ
陸
、
海
、
軍
需
省
以
外
ノ
各
省
地
方
機
関
又

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
ハ
民
間
二
無
償
保
転
（
払
下
）
ス
L
（
傍
点
一
引
用
者
）

　
八
月
一
七
日
、
東
久
逓
宮
内
閣
は
同
趣
旨
の
閣
議
決
定
「
戦
争
状
態
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
＞

結
二
五
フ
国
民
生
活
安
定
二
関
ス
ル
緊
急
措
置
し
を
行
っ
た
。
「
方
針
」

で
「
国
家
ハ
直
チ
ニ
一
切
ノ
軍
需
生
産
体
制
ヲ
切
捨
テ
先
ヅ
国
民
生
活
ノ

安
定
確
保
並
出
勝
力
酒
養
二
全
力
ヲ
傾
倒
ス
ル
コ
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
閣
議
決
定
は
官
房
軍
機
密
第
七
四
八
号
を
受
け
て
、
用
意
周
到
の
も

と
最
初
の
閣
議
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
思
う
。
端
的
に
言

う
な
ら
、
非
武
装
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
陸
海
軍
が
「
軍
需
生
産
体
制
ヲ

切
捨
テ
」
、
国
民
生
活
の
負
担
を
少
し
で
も
減
じ
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ

っ
た
。

　
他
に
も
例
え
ば
、
昭
和
二
〇
年
九
月
一
七
日
に
開
か
れ
た
「
第
三
分
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

会
」
（
担
当
不
詳
）
は
「
海
軍
工
場
処
理
要
領
」
を
検
討
作
成
し
た
。
こ

の
要
領
は
「
厳
秘
」
取
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
化
学
工
業
統
制
会
に
は
写
し

が
送
付
さ
れ
た
。
海
軍
工
廠
・
海
軍
火
薬
廠
・
海
軍
燃
料
廠
を
擁
す
る
海

軍
が
、
い
ち
は
や
ぐ
密
か
に
民
間
企
業
へ
の
施
設
受
け
渡
し
を
真
剣
に
考

え
か
つ
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
方
針
」
に
は
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第24巻　第3号

「
民
需
工
業
二
転
換
シ
得
ベ
キ
工
場
ハ
速
二
之
ヲ
転
用
シ
以
テ

平
和
産
業
二
寄
与
セ
シ
ム
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
産
業

か
ら
平
和
産
業
へ
の
大
転
換
に
対
し
て
海
軍
が
す
で
に
こ
の
時

期
か
ら
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
鮮
明
に
浮
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

び
上
が
っ
て
く
る
。
他
方
、
陸
軍
も
板
橋
造
兵
廠
・
陸
軍
燃
料

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

研
究
所
・
陸
軍
燃
料
廠
の
民
間
へ
の
引
渡
し
に
手
を
尽
く
し
て

い
る
。
広
範
な
旧
軍
関
係
設
備
が
民
間
企
業
や
地
方
公
共
団
体

に
移
さ
れ
、
新
た
な
生
産
設
備
・
施
設
と
し
て
時
に
は
仮
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
＞

校
校
舎
と
し
て
再
出
発
し
た
。
一
例
と
し
て
、
三
重
県
で
の
旧

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

軍
用
施
設
利
用
状
況
を
表
皿
に
示
し
た
。

第
二
章
　
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
肥
料
工
場

　
　
　
　
　
へ
の
転
換

　
　
　
i
海
軍
・
農
林
省
・
日
本
肥
料
・
日
産
化
学

　
　
　
　
　
工
業
の
あ
い
だ
の
国
内
調
整
i

　
二
一
一
　
海
軍
の
転
換
許
可
申
請
と
G
H
Q
の
許
可

　
海
軍
省
は
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
一
日
付
け
で
「
第
二
、
第
三

海
軍
燃
料
廠
ヲ
日
本
肥
料
株
式
会
社
二
払
下
ゲ
硫
安
肥
料
ヲ
生

　
　
－
（
2
9
）

産
ス
ル
件
」
（
9
ω
℃
o
ω
巴
o
h
閃
碧
一
＝
け
δ
ω
σ
色
。
コ
α
q
ヨ
α
q
8
9
①
b
O
昌
α

四
コ
α
ω
乙
Z
碧
9
ρ
一
閃
g
一
∪
8
9
ω
8
9
①
冒
℃
9
。
昌
男
興
翌
月
N
興
O
o
●

ピ
巳
・
h
o
『
9
Φ
℃
8
含
。
口
8
0
｛
の
巳
9
讐
①
o
h
＞
⇔
筥
。
艮
p
＞
〔
Z
u
．

Z
O
・
心
○
。
．
O
い
O
Z
O
．
這
○
。
〕
を
「
連
合
国
最
高
司
令
部
」
（
S
C

A
P
）
に
申
請
し
た
。

表II　旧軍施設の校舎への転用（三重県）

o
軍
用
施
設
の
一
部
建
物
を
資
材
と
し
て
ま
た
は
移
築
し
て
利
用
し
た
学
校

　
　
　
　
学
校
名
　
　
旧
軍
用
施
設

灘
蕪
讃
｝
香
一
－
航
空
隊
の
一
部

　
　
四
　
日
　
市
　
商
　
工
　
学
　
校
　
鈴
鹿
市
筒
塚
町
東
海
第
五
八
｝
部
隊
の
一
部

姻日
窓
ﾞ
及
聰
藍
綬
嚢
図
嚢
五
五
五
部
墜
志

津
市
内
－
及
国
民
学
校
輪
繕
鞍
点
瀞
影
回

　
　
宇
治
山
田
市
内
中
等
及
国
民
学
校
　
明
野
陸
軍
飛
行
部
隊
湯
田
教
育
隊
の
一
部

○
軍
用
施
設
の
一
部
を
現
地
で
そ
の
ま
ま
仮
校
舎
と
し
た
学
校

　
・
四
日
市
商
業
学
校
旧
第
二
海
軍
燃
料
廠
庁
舎

　
　
四
日
市
市
立
商
工
学
校
　
日
永
追
分
旧
海
軍
燃
料
廠
男
子
寄
宿
舎

三辛辛津津津
重治治市

凱蟻工中
学’田　業
麟嘆学学
子学学学

撚｝

@
華
舎

璽
薯
航
空
護
焦
ハ
遊

覧
香
良
洲
三
重
航
空
隊
兵
舎

〔出所『三重県教育史』第三巻十二章〕
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経営史学
　
　
「
日
本
国
内
食
糧
ノ
需
給
事
情
ハ
極
メ
テ
逼
迫
シ
ア
リ
テ
主
食
料
ノ

　
　
増
産
三
聖
ム
ル
要
ア
ル
処
之
が
生
産
増
加
ノ
為
ニ
ハ
硫
安
肥
料
ノ
多

　
　
量
供
給
ヲ
必
要
ト
ス

　
　
然
ル
ニ
一
方
硫
安
需
要
量
ノ
年
間
約
二
百
万
殖
二
対
シ
年
産
見
込
ハ

　
　
戦
災
二
依
ル
工
場
被
害
及
工
場
施
設
ノ
衰
昇
等
二
依
リ
六
〇
万
燈
ヲ

　
　
出
デ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
第
二
第
三
海
軍
燃
料
廠
施
設
中
主
ト
シ
テ
高
圧
水
素
添
加
装
置
関

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
係
施
設
ヲ
使
用
ス
レ
ハ
第
二
海
軍
燃
料
廠
ニ
テ
年
産
約
十
五
万
雷
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
三
海
軍
燃
料
廠
ニ
テ
年
産
約
五
万
臨
ノ
硫
安
肥
料
ヲ
生
産
シ
得
ベ
キ

　
　
見
込
二
付
日
本
政
府
ヨ
リ
別
紙
要
領
［
省
略
］
二
黒
リ
第
二
第
三
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
軍
燃
料
廠
施
設
ヲ
日
本
肥
料
株
式
会
社
二
払
下
ノ
上
生
産
ヲ
転
換
ノ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
ロ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
コ
ト
ト
致
度
二
付
御
承
認
ヲ
得
度
」
（
傍
点
一
引
用
者
、
提
出
書
類

　
　
は
英
文
）

　
こ
の
海
軍
省
の
申
請
を
受
け
て
、
総
司
令
部
は
一
か
月
一
〇
日
に
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

許
可
（
》
0
8
H
．
ω
ρ
国
Q
り
④
を
出
し
た
。
当
時
は
S
C
A
P
I
N
番
号

は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
後
日
遡
っ
て
加
記
さ
れ
た
が
、
本
指
令

は
実
質
的
に
取
り
消
さ
れ
た
の
で
番
号
は
追
記
さ
れ
ず
に
終
っ
た
。
正
確

を
期
す
た
め
、
原
文
で
認
可
箇
所
を
記
す
。

　
　
　
↓
冨
「
8
器
ω
け
o
P
9
一
磐
雪
①
ω
①
Z
碧
蜜
h
o
『
窪
9
0
二
ξ
ε
再
「
9
・
口
重

　
　
臨
界
け
。
一
一
一
鉱
①
ω
o
h
臼
①
b
O
昌
α
9
巳
G
。
a
Z
髪
巴
閃
g
一
〇
8
9
ω
8
9
Φ

　
　
㌶
B
口
閃
①
三
＝
N
興
9
●
騨
α
．
一
ω
昌
嘆
。
＜
巴
h
o
『
9
①
h
o
一
一
〇
惹
轟

　
　
℃
ξ
g
ω
“
（
…
…
暴
…
：
）

　
こ
の
許
可
を
受
け
、
一
〇
月
一
二
日
、
海
軍
省
軍
需
局
長
森
田
貫
一
中

将
か
ら
第
二
海
軍
燃
料
廠
長
並
河
孝
少
将
に
「
高
圧
水
草
装
置
等
ヲ
硫
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
場
二
転
換
準
備
ノ
件
照
会
」
が
行
わ
れ
、
「
目
下
中
央
工
事
テ
関
係
各

部
ト
協
議
ノ
上
計
画
中
ノ
処
概
ネ
別
紙
要
領
二
心
リ
実
施
致
度
二
付
言
廠

二
於
テ
モ
左
記
事
項
二
就
キ
予
メ
準
備
シ
置
カ
レ
度
」
と
指
示
が
戯
せ
ら

れ
、
次
の
四
項
目
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
一
、
使
用
予
定
装
置
ノ
整
備
二
必
要
ナ
ル
機
品
ノ
現
状
調
査

　
二
、
本
転
換
工
事
二
必
要
ナ
ル
人
員
必
確
保

　
三
、
使
用
予
定
装
置
ノ
整
備

　
四
、
所
要
資
材
ノ
調
査
並
二
確
保

　
特
に
「
一
」
の
中
で
、
民
間
企
業
に
関
す
る
調
査
が
下
達
さ
れ
た
。

　
ω
　
民
間
会
社
ニ
テ
新
製
、
改
造
、
修
理
中
ノ
機
器
ノ
現
状

　
回
　
疎
開
古
事
民
間
二
足
下
二
面
貸
与
セ
ル
機
器
ノ
現
状
並
二
之
が
復

　
　
　
旧
計
画

　
同
様
に
一
〇
月
一
二
日
に
農
林
次
官
重
政
誠
之
か
ら
日
本
肥
料
㈱
理
事

長
井
野
碩
哉
（
元
農
相
）
に
「
第
二
、
第
三
海
軍
燃
料
廠
ヲ
硫
安
工
場
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

転
換
許
可
二
関
ス
ル
件
」
が
通
達
さ
れ
た
。
な
お
、
日
本
肥
料
㈱
は
、
昭

和
一
五
年
七
月
に
政
府
が
五
〇
％
出
資
し
、
ほ
か
に
全
購
連
・
大
手
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

企
業
な
ど
が
出
資
し
た
肥
料
配
給
統
制
機
関
で
あ
っ
た
。
海
軍
省
と
農
林

省
と
の
打
ち
合
せ
の
結
果
、
第
二
・
第
三
海
軍
燃
料
廠
は
、
政
府
半
額
出

資
で
公
的
性
格
の
強
い
日
本
肥
料
㈱
に
と
り
あ
え
ず
一
括
し
て
払
い
下
げ

　
　
（
3
4
）

ら
れ
た
。
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二
一
二
　
海
軍
（
現
地
四
日
市
と
中
央
東
京
）
と
日
本
肥
料
㈱

鍔
本
節
で
は
、
四
日
市
で
残
務
整
理
に
あ
た
っ
た
山
川
貞
市
大
佐
の
薙

第
記
欝
（
以
下
『
山
川
雑
記
帳
』
と
記
す
）
に
準
拠
し
て
・
第
二
海
軍
燃

巻
　
料
廠
の
生
々
し
い
転
換
過
程
を
追
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
『
山
川
雑
記

鰍
帳
』
は
茨
史
料
と
し
て
壁
の
貴
重
な
記
録
で
あ
咳
敗
戦
直
後
の
海

　
　
軍
の
残
務
整
理
に
か
か
わ
る
国
内
の
動
き
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
二
三
日
、
海
軍
省
軍
需
局
に
お
い
て
、
上
京
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
　
並
河
第
二
海
軍
燃
料
廠
廠
長
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
？
は
判
読
不
可
、
以
下
同
じ
〕

　
　
　
　
一
、
硫
安
許
可
ノ
件
　
？
司
令
部
ヨ
リ
六
軍
二
指
示
方
取
計
リ
シ
度
。

　
　
　
　
二
、
硫
安
工
場
陣
容
一
部
希
望
シ
ア
ル
モ
中
央
ノ
意
向
不
明
ナ
ル
タ

　
　
　
　
　
　
　
メ
（
中
央
ノ
人
入
ル
カ
）
決
定
二
到
ラ
ズ
。
陣
容
決
定
セ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
レ
バ
仕
事
進
マ
ズ
。

　
　
　
　
三
、
資
本
ハ
如
何
ニ
ナ
ル
ヤ
。
作
業
ノ
基
礎
ナ
ル
タ
メ
納
得
セ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
関
係
者
不
安
ア
リ
。

　
　
　
　
四
、
技
術
的
二
方
式
（
二
燃
装
置
二
適
ス
ル
）
ヲ
決
定
ノ
要
ア
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
資
材
、
器
材
　
待
タ
ズ
進
メ
。

　
　
　
　
五
、
日
本
肥
料
ガ
ヤ
ル
ノ
カ
ー
↓
或
会
社
ヤ
ル
カ
不
明
、
上
半
ト
交

　
　
　
　
　
　
　
渉
申
（
大
臣
次
官
カ
ワ
ル
）

　
　
　
質
問
「
一
」
は
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
所
管
が
S
C
A
P
の
経
済
科
学

　
　
局
（
E
S
S
）
か
ら
一
時
的
に
第
六
軍
・
第
八
軍
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
起
因
す
る
依
頼
で
あ
る
。
質
問
「
二
」
「
三
」
「
五
」
は
、
転
換
工
事
推
進

　
　
を
だ
れ
が
行
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。
日

　
　
本
肥
料
は
配
給
は
行
っ
て
い
た
が
、
肥
料
製
造
実
績
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
。
そ
れ
故
、
一
旦
日
本
肥
料
に
払
い
下
げ
た
後
、
実
際
に
製
造
を
依
頼

す
る
払
い
下
げ
企
業
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
質
問
「
四
」
は
ど

の
合
成
方
法
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
技
術
問
題
で
あ
る
。
企
業
に
よ
っ
て
、

採
用
し
て
い
る
技
術
が
異
な
る
の
で
、
工
場
建
設
担
当
企
業
の
決
定
に
も

か
か
わ
っ
て
く
る
。
さ
て
、
こ
の
質
疑
を
受
け
、
海
軍
省
軍
需
局
は
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

あ
え
ず
以
下
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　
一
、
近
ク
出
ス

　
　
ニ
、
相
手
判
然
セ
ズ
　
決
定
シ
難
シ
　
一
応
出
掛

　
　
三
、
資
本
不
明
。
日
肥
↓
会
社
　
？
？
自
力
。
不
明

　
　
四
、
方
式
不
明
二
付
片
渕
案
ニ
テ
大
体
ノ
資
材
ヲ
集
メ
ル
コ
ト

　
　
五
、
各
工
場
ハ
分
轄
ノ
予
定
ナ
ル
？
独
立
ハ
考
ヘ
ル

　
　
　
三
燃
調
査
ノ
結
果
得
ル

　
翌
日
の
一
〇
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
「
東
京
打
合
」
に
お
い
て
、
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

調
査
を
ふ
ま
え
左
記
の
こ
と
が
申
合
わ
さ
れ
た
。

　
　
一
、
硫
安
許
可
ノ
件
　
？
司
令
部
ヨ
リ
六
軍
二
指
令
方
申
込
済

　
　
二
・
硫
安
工
場
陣
容
二
関
シ
テ
ハ
農
林
大
臣
次
官
蕪
甦
タ
メ
未
ダ
確

　
　
定
セ
ズ
　
日
本
肥
料
社
堂
ヤ
ル
十
日
下
等
ニ
ヤ
ラ
セ
ル
カ
モ
不
明
ナ

　
　
リ
従
ッ
テ
相
手
不
明
ナ
ル
タ
メ
陣
容
判
然
ト
セ
ズ
　
可
成
速
二
決

　
　
定
ス
ル
様
努
力
中
ナ
ル
モ
廠
側
ト
シ
テ
ハ
じ
σ
Φ
鴇
竃
①
ヨ
σ
興
ヲ
以
テ

　
　
案
ヲ
作
り
（
工
場
長
、
作
業
主
任
ハ
中
央
ニ
テ
決
定
ス
）
送
付
ア
リ

　
　
度
シ
。
其
者
ハ
残
ッ
テ
準
備
二
着
手
ア
リ
度
シ
　
要
ス
レ
バ
嘱
託
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
妨
］

　
　
シ
テ
　
但
シ
他
二
就
職
ヲ
防
ゲ
ズ

　
　
三
、
名
古
屋
工
場
ハ
難
燃
所
要
機
材
ノ
状
況
ニ
ョ
リ
分
轄
ス
ル
カ
否
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学史経営
　
　
カ
ヲ
決
ス

　
　
四
、
資
材
立
込
応
用
二
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
明
？
ト
シ
テ
内
務
省
二
引

　
　
渡
ス
如
ク
準
備
？
？

　
ω
第
六
軍
の
内
諾
回
陣
容
の
決
定
の
資
材
と
設
備
の
調
査
ω
技
術
方
法

等
が
討
議
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
海
軍
は
引
渡
準
備
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
将
来
へ
の
青
写
真
ま
で
描
い
た
う
え
で
払
い
下
げ
る
意
向
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
二
転
三
転
し
た
後
、
昭
和
三
〇

年
（
一
九
五
五
）
八
月
二
六
日
の
閣
議
で
、
四
日
市
旧
海
軍
燃
料
廠
は
三

菱
グ
ル
ー
プ
と
シ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
に
、
徳
山
旧
海
軍
燃
料
廠
は
昭
和
石
油

と
出
光
興
産
に
、
岩
国
旧
陸
軍
燃
料
廠
は
三
井
グ
ル
ー
プ
と
日
本
鉱
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

そ
れ
ぞ
れ
払
い
下
げ
る
こ
と
に
正
式
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
二
〇
年

末
の
時
点
で
は
一
括
し
て
日
本
肥
料
㈱
が
払
い
下
げ
を
受
け
た
。
つ
ぎ
の

問
題
と
し
て
日
本
肥
料
が
自
ら
経
営
す
る
の
か
、
民
間
企
業
に
依
托
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
も
ち
あ
が
っ
た
が
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
は
日
本
肥
料

が
直
営
、
第
三
海
軍
燃
料
廠
は
日
本
窒
素
が
受
け
持
ち
、
岩
国
陸
軍
燃
料

廠
は
三
菱
化
成
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
日
本
肥
料
に
は
工
場

を
建
設
・
運
営
し
て
い
く
経
営
能
力
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
依
托
が
検
討

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
四
日
市
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
場
合
は
日
本
肥
料
が

直
営
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
産
化
学
工
業
の
多
数
の
技
術
者
が
工

場
建
設
・
操
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
日
産
化
学
工
業

が
転
換
工
事
を
管
掌
す
る
に
至
る
経
緯
に
一
瞥
を
加
え
た
い
。
一
〇
月
三

一
日
の
海
軍
と
の
打
合
せ
の
席
で
日
本
罷
料
の
代
表
は
「
人
ノ
和
ハ
モ
ッ

ト
モ
ナ
リ
し
と
述
べ
、
海
軍
復
員
者
の
受
け
入
れ
に
牽
制
を
入
れ
、
「
直

営
デ
ヤ
ル
カ
　
業
者
ヘ
タ
ノ
ム
カ
　
連
合
シ
テ
ヤ
ル
カ
未
決
ナ
リ
」
「
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

二
人
員
組
…
織
何
ト
モ
云
ヘ
ヌ
」
と
釘
を
さ
し
た
。
こ
の
日
本
肥
料
の
発
言

は
当
時
転
換
工
事
の
進
め
方
・
担
当
企
業
が
検
討
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
当
時
日
本
肥
料
の
内
部
で
は
、
技
術
に
定
評
の
あ
る
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

窒
素
に
第
二
海
軍
燃
料
廠
を
任
せ
た
い
と
い
う
意
見
も
根
強
か
っ
た
。
し

か
し
日
本
窒
素
は
日
産
化
学
工
業
に
比
べ
て
、
創
業
者
野
三
六
の
逝
去
お

よ
び
外
地
事
業
の
喪
失
の
た
め
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
環
境
に
な
か
っ

（
3
8
V

た
。
さ
て
、
漸
く
一
一
月
置
入
っ
て
か
ら
生
産
方
法
が
具
体
化
し
て
き
た
。

た
ま
た
ま
日
本
肥
料
に
入
社
し
た
片
渕
智
中
佐
が
、
以
下
の
よ
う
に
技
術

　
　
　
　
　
（
3
5
）

説
明
を
行
っ
た
。
（
日
付
不
詳
）

　
　
「
反
応
筒
内
部
構
造
ハ
『
岬
、
フ
ァ
ウ
ザ
ー
』
ト
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。

　
　
五
〇
〇
℃
三
〇
〇
気
圧
　
検
討
ス
ル
ノ
要
ア
リ
。
一
、
フ
ァ
ウ
ザ
！

　
　
　
（
日
肥
）
ニ
テ
　
特
許
ノ
件
処
理
ス
ル
コ
ト
。
一
、
触
媒
ハ
日
産
ヨ

　
　
リ
モ
ラ
ウ
コ
ト
ト
ス
。
一
、
硫
安
工
場
ノ
指
揮
案
　
日
産
ハ
協
力
工

　
　
場
ト
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
」

　
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
フ
ァ
ウ
ザ
ー
」
式
硫
安
製
造
方
法
が
登
場
す
る
。

当
時
日
本
の
大
企
業
で
、
フ
ァ
ウ
ザ
ー
法
を
採
用
し
て
い
た
の
は
日
産
化

　
　
　
　
　
（
3
9
）

学
工
業
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
生
産
方
法
の
決
定
は
、
即
、
提
携
先
の
決
定

に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
当
時
日
本
肥
料
理
事

の
要
職
に
あ
っ
た
織
田
研
一
（
元
日
産
化
学
工
業
富
山
工
場
長
）
の
果
し

た
役
割
り
で
あ
る
。
民
間
企
業
か
ら
日
本
肥
料
に
出
向
し
て
い
る
人
の
中

で
は
、
織
田
氏
ほ
ど
技
術
に
つ
う
じ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
実
際
片
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第24巻第3号

　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

渕
智
中
佐
の
談
話
で
は
「
織
田
研
一
氏
に
教
え
を
受
け
、
硫
安
転
換
計
画

を
立
て
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
『
山
川
雑
記
帳
』
に
も
「
日
産
化
学
」

が
技
術
面
で
多
岐
に
わ
た
り
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
二
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
「
東
京
打
合
事
項
」
か
ら
人
員
配
置
に

関
す
る
記
述
を
抜
粋
す
る
。

　
　
一
、
織
田
工
場
長
ハ
極
力
日
産
等
ヲ
入
レ
勢
力
ヲ
主
佑
ゼ
ン
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
井
上
辰
雄
所
長
？
］

　
　
（
日
産
化
学
　
日
産
液
体
燃
料
）
　
。
日
産
化
学
研
究
科
次
長
井
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
　

　
　
。
小
名
浜
日
本
水
素
、
東
北
肥
料
ヨ
リ
　
フ
ィ
ア
グ
発
生
炉
技
者

　
　
。
日
産
化
学
富
山
工
場
ヨ
リ
一
〇
首
位
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
ル
［
発
生
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
啓
策
技
術
中
佐
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
思
者
］
　
。
合
成
ハ
三
井
中
佐
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
産
化
学
ヨ
リ
補
助
ヲ
出
ス

　
　
。
日
産
化
学
ヨ
リ
電
解
技
術
者
ヲ
出
ス
　
。
日
産
液
燃
ヨ
リ
電
気
〃

　
　
［
技
術
者
ヲ
出
ス
］
（
一
級
免
状
持
）
　
・
工
作
課
長
モ
日
産
等
ヲ

　
　
考
ヘ
ア
リ

　
　
ニ
、
四
日
市
配
員
希
望
　
。
海
、
日
肥
、
日
産
ノ
じ
σ
巴
Ω
・
口
8
　
。
日

　
　
肥
本
社
ニ
テ
し
σ
巴
雪
8
取
ル
下
ノ
コ
ト
故
中
央
ニ
テ
打
合
ハ
サ
レ
度

　
　
三
、
名
古
屋
ノ
配
員
　
従
来
方
針
未
定
ノ
タ
メ
中
央
ノ
申
合
ナ
キ
ニ

　
　
付
　
別
表
ノ
通
申
合
サ
レ
度
じ
ご
巴
雪
8
ノ
件
四
日
市
二
阿
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
誓
］
　
　
　
［
孝
］
　
　
［
貞
市
］

　
　
四
、
理
事
長
へ
　
藤
尾
　
並
河
　
山
川
　
ロ
ボ
ッ
ト
ニ
ス
ル
ナ

　
　
五
、
織
田
氏
本
社
建
設
局
長
、
片
渕
如
鄭
ノ
予
定

　
海
軍
特
に
現
地
四
日
市
残
務
処
理
員
の
関
心
が
、
海
軍
・
日
本
肥
料
・

日
産
化
学
工
業
の
三
者
間
の
割
り
振
り
（
バ
ラ
ン
ス
）
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
日
本
水
素
㈱
・
東
北
肥
料
㈱
か
ら
ヒ
イ
ヤ
グ
ガ
ス
発
生
炉
の
専
門
家

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
大
船
第
一
海
軍
燃
料
廠
か
ら
三
井

啓
策
技
術
中
佐
が
「
合
成
」
担
当
者
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
「
ロ

ボ
ッ
ト
ニ
ス
ル
ナ
」
と
い
う
一
行
の
中
に
海
軍
（
現
地
四
日
市
）
の
焦
躁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

や
不
安
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
表
皿
に
組
織
一
覧
表
を
掲
示

す
る
。
ま
た
表
W
に
海
軍
「
硫
安
工
場
建
設
準
備
員
」
と
し
て
四
日
市
に

　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

残
っ
た
者
を
掲
げ
る
。

　
昭
和
二
〇
年
一
二
月
一
二
日
、
第
二
復
員
省
で
開
か
れ
た
「
需
品
部
長

打
合
」
の
結
果
、
「
人
事
均
衡
ノ
件
諄
承
　
一
七
日
一
三
〇
〇
　
日
肥
本

社
ト
打
合
ノ
事
ト
ス
」
と
な
り
、
中
央
で
話
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
こ
の
席
上
、
第
二
復
員
省
事
務
官
木
山
正
義
中
佐
は
「
一
、
二
、

三
面
ノ
資
材
ハ
一
括
シ
テ
処
理
ス
（
肥
料
優
先
）
ル
直
付
必
要
数
ヲ
早
ク

出
ス
コ
ト
」
と
述
べ
、
旧
海
軍
燃
料
廠
の
所
有
資
材
を
優
先
し
て
肥
料
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

場
に
割
り
当
て
る
と
い
う
海
軍
中
央
の
立
場
を
伝
達
し
て
い
る
。
付
言
し

て
お
き
た
い
こ
と
は
、
大
船
第
一
海
軍
燃
料
廠
は
、
全
国
農
業
会
に
引
継

が
れ
、
昭
和
二
一
年
四
月
に
全
国
農
業
会
農
業
科
学
研
究
所
と
な
っ
た
。

し
か
し
昭
和
二
三
年
八
月
一
五
日
、
G
H
Q
か
ら
の
解
散
命
令
に
基
づ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

全
国
農
業
会
は
す
べ
て
の
活
動
を
中
止
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
敗
戦
後
の
海
軍
の
四
日
市
で
の
残
務
処
理
と
日
本
肥
料
と
の
調

整
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
二
i
三
　
日
本
肥
料
㈱
と
日
産
化
学
工
業
㈱

　
　
　
　
　
転
換
工
事
を
ど
う
進
め
る
か
、
主
か
従
か
ー
ー

　
経
営
権
を
持
つ
日
本
肥
料
と
技
術
を
有
す
る
日
産
化
学
工
業
の
対
応
の

相
違
に
留
意
し
つ
つ
、
両
社
の
旧
第
二
海
軍
燃
料
廠
転
換
に
対
す
る
方
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齢nl東海硫安工業㈱職制（23年11月）

社長　織田研一〔日肥，日産〕

四日市工場長
　　越田覚造
　　〔日盛〕

事務部長
　岡本寛人
　　〔満州〕

次　　　　長

　岡田竜雄
　　〔日肥〕

製造部長一
三井啓策
〔海軍〕

念務課長　（岡田　竜雄）　〔日肥〕

勤労課長　　陶山　　勇　　〔？〕

倉庫課長　　岩村　俊彦　　〔二二〕

業務課長　　荒木東洋彦　　〔日肥〕

経理課長　　北谷

出納課長　　加藤

管理課長　福田

窒素課長　　益田

巖
勝
騰
雄

　
　
　
信

電解課長　　内海　碩夫

合成課長　（三井　啓策）

〔日肥〕

〔日肥）

〔朝鮮総督府〕

〔大蔵省技官〕

〔日産化学〕

〔海軍〕

硫安課長　　渡辺　三綱　　〔陸軍〕

動力課長　木下　利貞　〔陸軍〕

工作課長　川崎　猛雄　　〔日産化学〕

分析課長　　川崎　種繁　　〔満州化学〕

研究課長　　臼井　良吉　　〔住友化学〕

艶路側
栃鞠溜巖㈱

元
轍
邸
ゐ

斯
軽
み

灘
縫

D
の
の

針
・
戦
略
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
が
、

昭
和
三
〇
年
ま
で
政
官
民
の
問
で
駆
け
引
き
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

「
旧
陸
海
軍
燃
料
廠
跡
地
払
い
下
げ
問
題
」
の
先
駆
け
と
な
っ
た
企

業
活
動
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
跡
地
が
工
業
用
地
と
し
て
い

か
に
有
用
で
あ
っ
た
か
は
、
大
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
四
日
市
、
徳
山
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

岩
国
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
証
明
で
き
る
。

　
昭
和
二
〇
年
九
月
に
日
産
化
学
工
業
の
社
長
に
就
任
し
た
苫
米
地

義
三
は
、
肥
料
増
産
・
肥
料
へ
の
転
換
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
各

工
場
に
「
全
能
力
を
挙
げ
て
硫
安
、
そ
の
他
各
種
肥
料
の
生
産
に
着

　
　
　
　
（
4
4
）

手
す
る
よ
う
」
に
指
示
を
出
し
た
。
日
本
窒
素
と
と
も
に
日
本
を
代

表
す
る
肥
料
会
社
で
あ
っ
た
日
産
化
学
工
業
は
、
自
社
の
生
産
増
強

に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
企
業
の
肥
料
製
造
に
も
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
戦
時
中
航
空
機
用
潤
滑
油
の
生
産
を

表IV　硫安工場建設準備員として

　　四日市に残留した者（昭和20

　　年10月）

市
久
太
男
郎

貞
彰
忠
忠
重

川
田
本
中
川

山
森
松
田
小
藤田鹿次郎

山
村
田
光

秋
中
内
末
澤

旧
任
桂
文
正

義
政
　
敏

日本肥料㈱「旧下燃廠ヨリ日肥二転換

経過概要」より
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第24巻　第3号

　
（
4
5
）

行
っ
た
花
王
石
鹸
㈱
和
歌
山
工
場
に
は
、
転
換
作
業
の
た
め
技
術
者
を
派

遣
し
た
。
そ
の
他
、
宇
部
興
産
・
日
東
化
学
・
全
国
農
業
会
に
も
助
言
お

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
V

　
　
　
　
　
（
4
3
）

よ
び
技
術
協
力
を
行
っ
た
。
さ
て
、
本
論
に
も
ど
り
、
日
産
化
学
工
業
は

第
二
海
軍
燃
料
廠
の
転
換
に
参
加
し
た
が
、
取
り
組
み
方
針
は
一
体
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
日
本
肥
料
と
の
間
で
何
が
争
点
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
化
学
工
業
統
制
会
が
入
手
し

た
関
連
資
料
［
石
川
一
郎
文
書
一
望
大
経
済
学
部
図
書
館
蔵
］
か
ら
輪

廓
を
描
き
た
い
。
貴
重
な
記
録
と
筆
者
が
判
断
し
た
も
の
は
、
敢
え
て
本

文
中
に
全
文
を
引
用
し
た
。
日
産
化
学
工
業
の
苫
米
地
第
｝
案
、
第
二
案
、

そ
れ
に
日
本
肥
料
の
重
政
誠
之
理
事
長
案
で
あ
る
。
第
一
案
は
、
化
学
工

業
統
制
会
が
昭
和
二
〇
年
一
一
月
二
一
日
に
落
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
第

二
案
は
三
日
後
の
二
四
日
で
あ
る
。
重
政
案
の
入
手
月
日
は
＝
月
二
二

　
　
（
4
7
）

日
で
あ
る
。
尚
、
重
政
理
事
長
は
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
に
井
野
前
理
事
長

よ
り
引
き
継
ぎ
、
二
二
年
五
月
ま
で
職
責
を
務
め
た
。

　
苫
米
地
第
一
案

　
　
「
今
回
日
本
肥
料
ハ
海
軍
燃
料
廠
四
日
市
工
場
ヲ
硫
安
工
場
二
転
用

　
　
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
払
下
ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
付
之
が
急
速
実
現
ヲ
期
ス
ル

　
　
為
メ
其
建
設
施
行
二
関
ス
ル
ー
切
ノ
件
ヲ
日
産
化
学
工
業
二
委
任
シ

　
　
之
二
関
ス
ル
両
社
ノ
協
定
左
ノ
如
シ

　
　
一
、
日
本
肥
料
ハ
所
用
資
金
ヲ
供
給
ス
ル
事

　
　
一
、
建
設
用
資
材
、
機
械
類
ノ
入
手
ハ
両
社
協
力
ス
ル
事

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
一
、
逮
設
二
関
ス
ル
設
計
、
技
術
、
施
行
方
法
等
工
事
完
遂
二
二
ル

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
期
間
ノ
事
業
及
ビ
人
事
二
関
ス
ル
件
ハ
一
切
日
産
化
学
二
於
テ
之
ヲ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
担
当
ス
ル
事
　
但
シ
製
造
法
、
設
備
並
二
施
行
予
定
等
重
要
ナ
ル
事

　
　
項
奇
絶
メ
両
社
間
二
協
議
ス
ル
事

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
一
、
日
産
化
学
ハ
其
経
験
、
人
材
及
ビ
所
有
特
許
権
等
ヲ
提
供
シ
之

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ガ
建
設
二
最
善
ノ
努
力
ヲ
払
フ
事

　
　
一
、
建
設
工
事
完
了
シ
予
定
ノ
製
造
成
績
ヲ
挙
ゲ
ル
確
認
ヲ
得
タ
ル

　
　
時
ハ
之
ヲ
日
本
肥
料
二
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス
　
但
シ
日
産
化
学
納
豆
ノ

　
　
製
造
方
法
、
設
備
が
自
社
ト
共
通
シ
之
が
連
繋
運
営
が
相
互
ノ
利
便

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
引
続
キ
委
任
経
営
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
一
、
日
産
化
学
ノ
建
設
請
負
二
対
ス
ル
報
償
春
山
前
項
但
シ
書
止
就

　
　
テ
ハ
引
渡
当
時
二
於
ケ
ル
諸
事
情
二
基
キ
之
が
裁
定
ヲ
農
林
、
商
工

　
　
大
臣
二
一
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
傍
点
　
　
引
用
者
）

　
苫
米
地
第
一
案
を
要
約
す
る
と
、
資
金
は
日
本
肥
料
が
出
し
、
工
場
建

設
は
日
産
化
学
工
業
が
受
け
持
つ
。
工
事
終
了
蓄
蔵
工
場
は
日
本
肥
料
に

引
渡
す
が
、
「
引
続
キ
委
任
経
営
ヲ
希
望
ス
ル
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．

で
は
、
つ
ぎ
に
、
日
本
肥
料
㈱
重
政
理
事
長
（
前
農
林
次
官
）
の
提
案
を

掲
げ
る
。

　
重
政
氏
の
提
案

　
　
一
、
日
産
化
学
ハ
人
材
及
所
有
特
許
権
等
ヲ
日
本
肥
料
二
提
供
シ
工

　
　
場
建
設
二
最
善
ノ
努
力
ヲ
払
フ
コ
ト

　
　
ニ
、
日
本
肥
料
ハ
日
産
化
学
二
対
シ
正
当
ナ
ル
報
償
金
ヲ
払
フ
コ
ト

　
　
三
、
日
産
化
学
ノ
社
長
ハ
工
場
建
設
二
附
日
本
肥
料
ノ
顧
問
ト
シ
テ

　
　
意
見
ヲ
徴
ス
ル
コ
ト

　
重
政
日
本
肥
料
案
は
、
端
的
に
言
え
ば
日
産
化
学
工
業
の
「
人
材
及
所
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経営史学
有
特
許
等
」
の
総
合
的
技
術
力
を
工
場
建
設
に
投
入
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

に
み
あ
う
「
正
当
ナ
ル
報
償
金
」
は
支
払
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
苫
米

地
第
一
案
と
比
べ
る
と
、
そ
っ
け
な
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
重
政
案
を

受
け
、
日
産
化
学
工
業
は
第
二
案
を
作
成
す
る
。

　
苫
米
地
第
二
案

　
　
一
、
日
産
化
学
工
業
会
社
ハ
日
本
肥
料
会
社
が
今
般
払
下
ゲ
ヲ
受
ケ

　
　
タ
ル
元
海
軍
燃
料
廠
四
日
市
工
場
ヲ
硫
安
製
造
工
場
二
転
換
ス
ル
ニ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ツ
キ
之
が
建
設
事
業
二
対
シ
全
面
的
協
力
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　
ニ
、
日
産
化
学
工
業
会
社
型
其
経
験
、
技
術
及
ビ
所
有
ス
ル
特
許
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヲ
提
供
シ
テ
之
が
建
設
並
二
其
経
営
ヲ
援
助
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
三
、
日
産
化
学
工
業
会
社
ハ
同
時
期
二
三
テ
自
社
ノ
増
設
、
拡
張
工

　
　
事
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
付
両
社
ノ
建
設
事
業
が
緊
密
ナ
ル
連
繋
ノ
下
二
進

　
　
捗
ス
ル
様
両
社
間
二
充
分
ナ
ル
連
絡
ヲ
採
ル
コ
ト

　
　
四
、
右
建
設
二
関
係
ス
ル
両
社
ノ
職
島
ガ
シ
テ
ハ
協
議
ノ
上
相
互
二

　
　
嘱
託
ト
為
ス
コ
ト

　
　
五
、
日
産
化
学
工
業
会
社
ノ
社
長
ヲ
日
本
肥
料
会
社
ノ
理
事
二
選
任

　
　
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
六
、
日
本
肥
料
会
社
ハ
日
産
化
学
工
業
会
社
ノ
提
供
セ
ル
特
許
権
使

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
用
二
対
シ
該
特
許
有
効
期
間
中
適
当
ノ
使
用
料
ヲ
支
払
フ
コ
ト

　
　
七
、
日
本
肥
料
会
社
ハ
日
産
化
学
工
業
会
社
ノ
技
術
、
．
経
験
、
製
造

　
　
方
法
、
特
許
装
置
等
の
伝
授
並
二
建
設
二
対
シ
適
当
ノ
報
償
ヲ
為
ス

　
　
コ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
八
、
日
本
肥
料
会
社
ハ
地
建
設
竣
成
シ
タ
ル
以
後
ノ
経
営
形
態
二
就

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
テ
ハ
日
産
化
学
工
業
会
社
ノ
特
殊
関
係
単
二
製
造
様
式
ノ
共
通
性
ニ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
鑑
ミ
適
当
ノ
好
意
的
考
慮
ヲ
払
フ
コ
ト
（
共
同
出
資
ニ
ヨ
ル
独
立
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
社
ノ
設
立
ニ
ハ
委
託
経
営
等
ノ
如
キ
）
［
傍
点
－
引
用
者
］

　
苫
米
地
第
二
案
の
「
二
」
の
中
で
「
建
設
二
二
其
経
営
ヲ
援
助
ス
ル
」

と
あ
り
、
「
八
」
に
は
「
経
営
形
態
」
つ
い
て
は
「
適
当
ノ
好
意
的
考
慮

ヲ
払
フ
コ
ト
」
と
が
記
さ
れ
、
例
と
し
て
「
共
同
出
資
ニ
ヨ
ル
独
立
会

社
」
の
「
委
託
経
営
」
を
あ
げ
て
い
る
。
日
産
化
学
工
業
の
見
地
か
ら
す

れ
ば
、
単
な
る
建
設
工
事
担
当
者
に
終
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
態

で
経
営
参
加
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
睨
ら
か
で
あ
る
。
日
本
肥
料
が
経
営

に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
い
の
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
つ
ま
た
「
六
」
に

お
い
て
特
許
使
用
料
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
案
に
は
な
い
事
項
で

あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
日
産
化
学
工
業
は
技
術
・
建

設
協
力
を
背
景
に
経
営
参
加
に
ま
で
す
す
め
た
い
意
向
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
正
式
の
契
約
書
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
詳
し
く
筆
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
さ
て
、
昭
和
二
一
年
三
月
四
日
、
日
本
肥
料
は
第
六
三
回
理
事
会
を
開

催
し
、
「
第
一
号
議
案
、
旧
第
二
海
軍
燃
料
廠
（
四
日
市
本
廠
及
名
古
屋

分
工
場
）
ヲ
硫
安
製
造
工
場
二
転
換
シ
之
ヲ
直
営
ス
ル
ノ
件
」
「
第
二
号

議
案
、
旧
第
三
海
軍
燃
料
廠
（
徳
山
市
所
在
）
ヲ
硫
安
製
造
工
場
二
転
換

ノ
上
其
ノ
経
営
ヲ
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
二
委
託
ス
ル
ノ
件
」
他
を
審

議
し
議
決
し
た
。
結
局
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
は
日
本
肥
料
の
，
「
直
営
」
と

な
り
、
第
三
海
軍
燃
料
廠
は
日
本
窒
素
が
経
営
を
「
委
託
」
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
4
8
）

に
決
定
さ
れ
た
。
尚
、
岩
国
陸
軍
燃
料
廠
は
G
H
Q
l
S
C
A
P
と
の
交
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渉
が
捗
ら
な
か
っ
た
た
め
、
議
案
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。

　
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
記
す
と
、
昭
和
二
二
年

（一

緕
l
七
）
七
月
一
〇
日
に
日
本
肥
料
は
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
解
散

し
た
。
日
本
肥
料
の
三
部
門
「
肥
料
配
給
部
面
」
「
融
資
部
面
」
「
生
産
部

面
」
は
そ
れ
ぞ
れ
別
途
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
吟
、
肥
料
配
給
公
団
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

林
中
央
金
庫
に
移
管
、
新
会
社
東
海
硫
安
工
業
㈱
と
な
り
再
出
発
し
た
。

東
海
硫
安
工
業
の
社
長
に
は
、
織
田
研
一
工
場
長
が
昇
格
着
任
し
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

三
三
年
四
月
四
日
ま
で
務
め
た
。
同
社
は
昭
和
三
六
年
八
月
二
九
日
に
東

海
瓦
斯
化
成
㈱
と
改
称
し
た
が
、
昭
和
四
二
年
六
月
に
は
三
菱
油
化
㈱
に

合
併
さ
れ
た
。
合
併
の
経
緯
は
複
雑
な
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
『
三
菱
油

　
　
　
　
（
5
0
）

化
三
十
年
史
』
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に
代
え
て

　
以
上
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
工
場
転
換
を
と
り
ま
く
社
会
状
況
・

軍
お
よ
び
企
業
の
活
動
を
実
証
的
に
述
べ
た
。
化
学
肥
料
の
敗
戦
後
の
生

産
量
は
開
戦
前
の
年
度
と
比
べ
る
と
低
い
生
産
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
肥

料
関
連
企
業
は
早
急
に
設
備
拡
充
を
図
り
、
年
々
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産
方
式
決
定
以
前
に
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
・
農
林
省
・
海

軍
・
化
学
工
業
統
制
会
に
よ
っ
て
肥
料
増
産
が
検
討
さ
れ
、
肥
料
の
増
産

が
図
ら
れ
て
い
た
。
肥
料
メ
ー
カ
ー
は
敗
戦
の
月
の
入
月
か
ら
生
産
計

画
・
増
産
計
画
の
立
案
に
入
っ
て
い
た
。
農
林
省
や
化
学
工
業
統
制
会
も

協
力
し
た
。
加
え
て
軍
工
廠
を
擁
す
る
陸
海
軍
も
「
国
民
生
活
安
定
並
二

民
力
酒
養
し
の
た
め
に
設
備
・
・
資
材
の
民
間
へ
の
払
い
下
げ
を
企
図
し
た
。

さ
ら
に
占
領
実
施
部
隊
主
力
の
第
八
軍
は
、
円
滑
な
物
資
の
転
用
に
協
力

的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
肥
料
関
連
企
業
は
、
他
産
業
に
比

べ
て
容
易
に
資
材
を
調
達
し
、
生
産
活
動
に
向
け
始
動
し
た
。
こ
の
事
実

は
、
敗
戦
後
企
業
は
虚
脱
感
に
浸
っ
て
い
て
何
も
ま
と
も
な
生
産
活
動
を

し
て
い
な
か
っ
た
ど
い
う
見
方
に
対
し
て
、
疑
問
を
提
起
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
爆
撃
被
害
の
大
き
か
っ
た
昭
和
電
工
は
、
復
旧
を
急
ぎ
、
昭
和
二
〇

年
二
一
年
二
二
年
と
年
を
お
っ
て
生
産
量
が
増
え
て
い
る
。
一
方
被
害
の

少
な
か
っ
た
日
産
化
学
工
業
は
第
二
海
軍
燃
料
廠
転
換
は
じ
め
他
企
業
に

技
術
供
与
を
通
じ
て
協
力
す
る
と
と
も
に
事
業
の
拡
大
を
試
み
た
。
こ
の

よ
う
な
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
企
業
活
動
は
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
工
場
へ
の
転
換
過
程

　
　
軍
需
か
ら
民
需
へ
の
転
用
お
よ
び
民
間
へ
の
払
い
下
げ
ー
ー
は
、
具

体
的
に
第
二
章
で
縷
述
七
た
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
肥
料
㈱
の
解
散
後
、

主
に
日
産
化
学
工
業
・
日
本
肥
料
・
海
軍
と
い
う
異
な
る
構
成
か
ら
な
る

東
海
硫
安
工
業
㈱
が
昭
和
二
三
年
忌
月
に
誕
生
し
た
。
こ
の
海
軍
燃
料

廠
の
転
換
過
程
は
広
く
他
の
軍
工
廠
に
も
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
一
般
的
特
徴
も
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
他
の
軍

工
廠
の
転
換
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
や
、
後
の
技
術
革
新
・
経
済
成
長

を
視
座
に
い
れ
た
中
で
軍
工
廠
の
設
備
・
資
材
・
用
地
・
人
材
が
ど
の
よ

う
な
役
割
り
を
は
た
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
が
残
っ
て
い
る
。

（
1
）
　
例
え
ば
、
鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
現
代
国
際
政
治
の
基
本
文
書
』
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（
原
書
房
、
昭
和
六
二
年
）
、
六
四
一
六
五
頁
。

（
2
）
　
日
本
硫
安
工
業
協
会
『
日
本
硫
安
工
業
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
四
三

　
年
）
、
二
一
二
一
二
二
頁
、
二
五
四
－
五
八
頁
。
イ
ビ
デ
ン
㈱
社
史
編

　
　
禅
室
『
イ
ビ
デ
ン
七
〇
年
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
七
年
）
、
一
二
〇

　
一
二
四
頁
。
鐵
興
社
社
史
編
纂
委
員
会
『
鐵
三
社
三
五
年
史
』
（
非
売

　
　
品
　
昭
和
三
六
年
）
、
二
三
三
一
三
五
頁
。
日
本
軽
金
属
㈱
『
日
本
軽

　
　
金
属
二
十
年
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
三
四
年
）
、
＝
五
－
一
＝
頁
。

（
3
）
　
参
考
に
連
合
国
の
本
件
に
関
す
る
政
策
・
指
令
と
し
て
記
し
て
お

　
　
き
た
い
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
総
司
令
部
は
、
一
九
四
五
年
一

　
　
〇
月
一
〇
日
、
第
二
・
第
三
海
軍
燃
料
廠
の
硫
安
工
場
へ
の
転
換
許

　
　
可
を
出
し
た
。
し
か
し
後
日
出
さ
れ
た
、
S
C
A
P
I
N
六
二
九

　
　
「
日
本
航
空
機
工
場
、
軍
工
廠
及
び
研
究
所
の
管
理
保
全
に
関
す
る

　
　
覚
書
し
（
一
月
二
〇
日
）
、
S
C
A
P
I
N
九
六
二
「
肥
料
の
生
産
、

　
　
配
給
及
び
消
費
に
関
す
る
覚
書
」
（
五
月
一
七
日
）
、
S
C
A
P
I
N

　
　
九
八
七
「
日
本
航
空
…
機
工
場
、
軍
工
廠
及
び
研
究
所
の
管
理
保
全
に

　
　
関
す
る
覚
書
」
（
五
月
二
八
日
）
と
い
う
一
連
の
覚
書
き
に
よ
っ
て
、

　
　
海
軍
燃
料
廠
・
陸
軍
燃
料
廠
・
一
部
の
民
間
企
業
（
東
亜
燃
料
工
業

　
　
他
）
の
硫
安
転
換
工
事
は
中
止
に
至
っ
た
。
た
だ
、
四
日
市
第
二
海

　
　
軍
燃
料
廠
は
、
S
C
A
P
I
N
一
〇
三
一
「
第
二
、
第
三
海
軍
燃
料

　
　
廠
の
硫
安
転
換
に
関
す
る
覚
書
」
（
六
月
二
二
日
）
に
基
づ
き
、
計
画

　
　
の
六
分
の
一
の
生
産
量
に
あ
た
る
電
解
法
年
産
二
万
ト
ン
の
製
造
が

　
　
許
さ
れ
た
が
、
ガ
ス
法
年
産
十
万
ト
ン
計
画
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
第
三
海
軍
燃
料
廠
の
転
換
は
一
切
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ

　
　
の
総
司
令
部
の
政
策
「
認
可
取
り
下
げ
」
に
関
す
る
詳
細
は
別
号
に

　
　
ゆ
ず
る
。
．

（
4
）
　
戦
前
戦
後
の
連
続
と
非
連
続
に
関
す
る
論
文
に
例
え
ば
、
つ
ぎ
の

　
　
も
の
が
あ
る
。
大
内
力
「
戦
後
改
革
と
国
家
独
占
資
本
主
義
」
、
大
石

　
　
嘉
一
郎
「
戦
後
改
革
と
日
本
資
本
主
義
の
構
造
変
化
　
そ
の
連
続

　
説
と
断
絶
説
　
、
」
・
（
以
上
二
論
文
は
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

　
編
『
戦
後
改
革
－
　
課
題
と
視
角
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四

　
年
．
所
収
）
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
研
究
状
況
に
言
及
し
た
論
文
に
、
工

　
藤
章
「
I
G
フ
ァ
ル
ペ
ン
の
解
体
の
」
、
；
i
七
頁
（
東
大
社
研
『
社

　
会
科
学
研
究
』
三
八
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
）
。
連
続
面
と
断
絶
面
の

　
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
も
の
に
、
例
え
ば
、
戦
後
改
革
研
究
会

　
　
「
戦
後
改
革
研
究
会
報
告
1
…
戦
後
改
革
研
究
の
課
題
と
視
角
し
（
東

　
　
大
社
研
『
社
会
科
学
研
究
』
二
一
巻
五
・
六
合
亭
号
、
昭
和
四
五
年
、

　
　
一
四
二
一
四
三
、
＝
ハ
ニ
ー
六
六
、
一
七
六
頁
参
照
）
。

（
5
）
　
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
役
割
を
指
摘
し
た
著
書
に
は
以
下
の
も
の
が
あ

　
　
る
。
中
村
隆
英
『
日
本
経
済
　
そ
の
成
長
と
構
造
』
（
東
京
大
学
出
版

　
　
会
　
第
二
版
　
一
九
八
○
年
）
　
一
四
三
頁
。
香
西
泰
『
高
度
成
長
の

　
　
時
代
　
現
代
日
本
経
済
史
ノ
ー
ト
』
（
日
本
評
論
社
　
一
九
八
一
年
）

　
　
一
〇
一
、
一
二
〇
一
二
一
頁
。
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
出
水
宏
一

　
　
『
戦
後
ド
イ
ツ
経
済
史
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
五
三
年
）
、
一

　
　
三
、
一
八
i
一
九
頁
。

（
6
）
　
渡
辺
徳
二
編
『
戦
後
日
本
化
学
工
業
史
』
（
化
学
工
業
日
報
社
　
昭

　
　
和
四
八
年
）
二
九
－
三
〇
頁
。
敗
戦
直
後
の
企
業
活
動
研
究
が
遅
れ

　
　
て
い
る
こ
と
、
企
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ

　
　
と
、
以
上
二
点
は
筆
者
が
中
村
隆
英
先
生
か
ら
教
示
し
て
い
た
だ
い

　
　
た
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
　
前
掲
『
日
本
軽
金
属
二
十
年
史
』
、
一
一
五
－
二
一
頁
。
同
社
新
潟

　
　
工
場
は
天
然
ガ
ス
の
利
用
ま
で
考
え
て
い
た
。

（
8
）
　
仙
波
恒
徳
「
対
日
賠
償
政
策
の
推
移
」
（
産
業
政
策
史
研
究
所
編

　
　
『
産
業
政
策
史
研
究
資
料
』
、
非
売
品
、
一
九
七
九
年
）
三
七
…
・
四
〇

　
　
頁
。

（
9
）
　
神
崎
清
「
徳
山
工
場
の
回
想
」
（
鎌
田
正
二
編
『
日
本
窒
素
史
へ
の

　
　
証
言
　
第
六
集
』
、
非
売
品
、
昭
和
五
四
年
）
三
四
一
六
八
頁
。
そ
の
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他
、
賠
償
問
題
と
の
関
係
で
軍
工
廠
の
転
換
に
ふ
れ
て
い
る
も
の
に

　
　
　
つ
ぎ
の
著
書
が
あ
る
。
岡
野
鑑
記
『
日
本
賠
償
論
』
（
東
洋
経
済
新
報

　
　
　
社
　
昭
和
三
三
年
）
。
原
典
『
第
一
巻
　
総
説
　
賠
償
・
終
戦
処
理
』

　
　
　
（
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
　
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第

　
　
　
一
巻
、
昭
和
五
〇
年
）
。

　
（
1
0
）
　
石
川
一
郎
文
書
『
硫
安
部
』
、
C
1
2
、
D
l
一
二
一
（
石
川
一
郎

　
　
　
文
書
－
東
大
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
　
　
以
下
石
川
文
書
と
略
記

　
　
　
す
る
）
。

　
（
1
1
）
　
例
え
ば
、
日
産
化
学
工
業
㈱
『
八
十
年
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
四
四

　
　
　
年
）
一
〇
六
一
〇
七
頁
。
註
（
1
3
）
を
参
照
せ
よ
。

・
（
1
2
）
　
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
書
が
有
用
で
あ
る
。
石
油
化
学
産
業

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
奥
田
・
橋
本
訳
『
日
本
に
お
け
る
戦
争
と
石
油
』
（
石

　
　
　
油
評
論
社
　
一
九
八
六
年
）
。
そ
の
他
各
産
業
の
社
史
を
み
ら
れ
た
い
。

　
　
　
註
（
4
）
を
参
照
せ
よ
。

　
（
1
3
）
　
奥
村
政
雄
「
私
の
履
歴
書
」
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
私
の
履
歴
書

　
　
　
第
十
七
集
』
昭
和
三
七
年
）
六
六
頁
。
「
奥
村
政
雄
略
伝
」
、
三
四
頁

　
　
　
（
日
本
カ
ー
バ
イ
ト
工
業
㈱
『
日
本
カ
ー
バ
イ
ト
工
業
株
式
会
社
二

　
　
　
十
年
史
』
非
売
品
　
昭
和
三
三
年
）
。
　
　
．

　
（
1
4
）
　
昭
和
電
工
㈱
『
昭
和
電
工
五
十
年
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
二
年
）

　
　
　
一
〇
五
一
〇
六
、
一
〇
八
頁
。

　
（
1
5
）
　
石
川
文
書
N
－
1
8
－
1
4
『
関
連
会
社
資
料
㈲
』
、
N
一
九
二
九
。

　
（
1
6
）
　
江
藤
淳
編
『
占
領
史
録
第
一
巻
　
降
伏
文
書
調
印
経
緯
』
（
講
談
社

　
　
　
一
九
八
一
年
目
一
八
八
一
九
三
頁
。
尚
、
こ
の
一
般
命
令
は
陸
海
軍

　
　
　
お
よ
び
外
務
省
で
様
々
の
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
、
終
戦
後
へ
の
対
応

　
　
　
策
が
討
議
さ
れ
た
。

　
（
1
7
）
　
海
軍
『
政
府
及
大
本
営
　
連
合
国
最
高
司
令
官
問
　
連
絡
事
項
2

　
　
　
／
3
　
海
軍
副
官
部
　
自
昭
和
二
十
年
八
月
　
至
昭
和
二
十
年
十
月
』

　
　
　
所
収
、
防
磁
図
、
一
一
終
戦
処
理
一
四
七
。
尚
、
防
研
図
は
防
衛
庁

　
　
防
衛
研
究
所
図
書
館
の
略
称
、
以
下
同
じ
。

（
1
8
）
C
．
の
■
≧
越
勇
£
。
嵩
ω
。
h
の
窪
①
或
ζ
霧
〉
『
け
ぎ
噌
多
。
〉
碁
韓
騰
冒

　
｝
β
・
℃
農
書
↓
冨
O
g
毛
巴
自
”
ζ
陣
一
盛
蔓
写
霧
Φ
＜
。
一
●
H
の
毛
℃
竃
舞
三

　
　
（
竃
β
。
の
三
護
8
5
”
¢
・
の
・
Ω
。
＜
興
護
§
Φ
乱
筆
葺
ぎ
α
Q
O
塗
。
ρ
隔
O
の
の
）
や

　
　
N
刈
も
」
ω
○
。
も
u
・
ご
勺
－
ミ
・
我
が
国
は
、
米
国
の
政
策
が
「
対
日
軍
事

　
　
的
処
理
」
か
ら
「
政
治
・
経
済
処
理
」
に
順
次
移
っ
て
い
く
と
の
見

　
　
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
「
『
降
伏
後
二
郷
ケ
ル
米
国
初
期
ノ
対
日
方
針
』

　
　
説
明
」
、
昭
和
二
〇
年
九
月
三
〇
日
（
『
降
伏
後
二
於
ケ
ル
米
国
初
期

　
　
対
日
方
針
説
明
綴
』
所
収
　
防
研
図
　
一
一
終
戦
処
－
二
〇
九
）
。

（
1
9
）
　
佐
鎮
資
料
「
対
米
接
収
関
係
参
考
事
項
覚
」
（
第
三
海
軍
燃
料
廠

　
　
『
撮
要
（
一
般
）
　
昭
和
二
十
年
九
月
三
日
　
昭
和
二
十
年
十
二
月

　
　
十
三
日
』
所
収
、
防
研
図
　
一
－
終
戦
処
理
一
一
〇
四
）
。

（
2
0
）
　
前
掲
『
政
府
及
大
本
営
、
連
合
国
最
高
司
令
官
間
　
連
絡
事
項
2

　
，
／
3
　
海
軍
副
官
部
』
所
収
。

（
2
1
）
　
外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政
策
ω
一
朝
海
浩
一
郎
報
告
書
』
（
毎

　
　
日
新
聞
社
、
昭
和
五
三
年
目
五
一
、
六
〇
頁
。

（
2
2
）
　
海
軍
少
佐
小
長
谷
睦
治
『
終
戦
関
係
綴
駈
所
収
（
防
青
図
、
一
1
・

　
　
終
戦
処
理
一
七
）
。

（
2
3
）
　
同
右
。

（
2
4
）
　
石
川
文
書
『
戦
後
設
備
転
換
ω
』
所
収
、
H
1
1
4
－
1
、
C
I
九

　
　
八
。

（
2
5
）
　
田
代
三
郎
「
終
戦
半
歳
国
盗
（
損
じ
）
物
・
語
　
付
野
口
研
究
所
縁

　
　
起
」
（
鎌
田
正
二
編
『
日
本
窒
素
史
へ
の
証
言
　
第
二
十
二
集
』
非
売

　
　
品
　
昭
和
五
九
年
）
五
一
三
七
頁
、
「
特
に
三
二
一
三
六
頁
。
田
代
三

　
　
郎
談
　
昭
和
六
二
年
四
月
九
日
。

（
2
6
）
　
関
連
資
料
が
前
掲
石
川
文
書
H
－
1
4
1
1
に
多
数
あ
る
。
一
例
を

　
　
示
せ
ば
、
大
日
本
技
術
会
会
長
「
旧
陸
軍
燃
料
研
究
活
用
ノ
件
し
。

（
2
7
）
　
陸
海
軍
の
施
設
・
資
材
に
関
し
て
は
、
防
研
図
の
「
終
戦
処
理
し
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お
よ
び
「
引
渡
し
目
録
」
関
連
資
料
目
録
を
閲
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
2
8
）
　
三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
編
『
三
重
県
教
育
史
　
第
三
巻
』
、
一

　
　
九
八
二
年
、
十
二
章
十
’
一
i
十
二
頁
。

（
2
9
）
　
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
G
H
Q
文
書
［
以
下
G
H
Q
文
書

　
　
と
略
記
］
、
三
重
県
軍
政
部
資
料
一
東
海
硫
安
工
業
㈱
関
連
資
料
［
以

　
　
下
G
H
Q
－
M
I
E
－
T
と
略
記
す
る
］
。
同
じ
資
料
が
防
譜
図
に
も

　
　
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
第
三
海
軍
燃
料
廠
『
撮
要
（
一
般
）
』
。

（
3
0
）
　
G
H
Q
l
M
I
E
－
T
資
料
。
こ
の
許
可
は
、
G
I
W
・
F
L
O

　
　
T
L
O
S
C
A
P
・
S
I
X
　
A
R
M
Y
・
U
S
S
B
S
に
も
配
付

　
　
さ
れ
た
。
特
に
第
六
軍
は
一
〇
月
二
二
日
に
増
刷
を
行
い
、
在
京
都

　
　
第
一
軍
団
と
第
五
水
陸
両
用
艦
隊
に
送
付
し
た
。
さ
ら
に
第
一
軍
団

　
　
か
ぢ
在
名
古
屋
第
二
五
軍
・
在
大
阪
第
九
八
軍
に
写
し
が
下
達
さ
れ

　
　
た
。
一
時
的
で
は
あ
る
が
、
転
換
の
許
認
可
権
が
E
S
S
か
ら
第
六

　
　
軍
・
第
八
軍
に
移
っ
た
。
期
間
は
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
末
か
ら
翌
二

　
　
一
年
一
月
頃
ま
で
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
G
H
Q
－
M
I
E
l
T
資
料
。
筆
者
は
森
田
貫
一
中
将
（
終
戦
時

　
　
海
軍
省
軍
需
局
長
）
に
何
度
も
教
示
を
受
け
た
が
、
終
戦
直
後
は
ソ

　
　
連
の
北
海
道
進
攻
問
題
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
、
本
件

　
　
に
関
し
て
は
覚
え
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
本
問
題

　
　
担
当
者
は
鈴
木
俊
郎
大
佐
［
海
軍
省
軍
需
局
局
員
］
で
あ
っ
た
。
ま

　
　
た
、
終
戦
時
第
二
海
軍
燃
料
廠
尊
長
並
河
孝
少
将
は
回
想
記
の
中
で

　
　
転
換
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
海
軍
技
師
田
中
忠
男
氏
の
回
想
で
は
、

　
　
「
並
河
廠
長
か
ら
残
っ
て
く
れ
と
依
頼
を
受
け
た
。
並
河
廠
長
の
命

　
　
令
で
書
類
を
持
ち
、
上
野
・
鈴
鹿
・
津
へ
行
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ

　
　
る
。
田
中
談
、
昭
和
六
二
年
五
月
二
五
日
。
並
河
孝
『
一
海
軍
化
学

　
　
技
術
者
　
八
十
年
の
歩
み
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
五
年
）
一
〇
九
一
一

　
　
二
頁
。

（
3
2
）
　
G
H
Q
－
M
王
E
－
T
資
料
。

（
3
3
）
　
前
掲
『
日
本
硫
安
工
業
史
』
、
一
七
〇
1
七
一
頁
。

（
3
4
）
　
日
本
肥
料
㈱
「
日
本
肥
料
株
式
会
社
解
散
二
際
シ
其
ノ
処
理
方
針

　
　
説
明
書
」
（
石
川
文
書
『
日
本
肥
料
株
式
会
社
㈲
』
所
収
、
E
i
六
一

　
　
五
）
。

（
3
5
）
　
山
川
貞
市
『
雑
記
帳
』
山
川
朝
子
様
の
御
好
意
で
コ
ピ
ー
を
筆
者

　
　
所
蔵
。
当
時
の
海
軍
内
部
の
動
き
を
知
り
得
る
貴
重
な
メ
モ
。
山
川

　
　
大
佐
略
歴
、
海
軍
省
軍
需
局
局
員
↓
第
二
海
軍
燃
料
廠
↓
日
本
肥
料

　
　
㈱
↓
東
海
硫
安
工
業
㈱
。

（
3
6
）
　
例
え
ば
、
三
菱
油
化
㈱
『
日
本
石
油
化
学
工
業
成
立
史
考
』
（
非
売

　
　
品
　
昭
和
四
五
年
）
八
三
頁
。
三
菱
化
成
工
業
㈱
『
三
菱
化
成
社
史
』

　
　
（
非
売
品
　
昭
和
五
六
年
）
＝
二
〇
i
三
一
頁
。

（
3
7
）
　
菊
地
恭
平
談
　
昭
和
六
三
年
四
月
二
六
日
。
菊
地
氏
は
、
粧
野
精

　
　
二
郎
部
長
の
指
示
に
基
づ
き
、
徳
山
・
岩
国
の
硫
安
転
換
に
従
事
し
、

　
　
主
に
渉
外
を
受
け
も
っ
た
。
後
日
四
日
市
に
移
る
。

（
3
8
）
　
筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
窒
素
は
北
朝
鮮
か
ら
の
引

　
　
揚
げ
に
忙
殺
さ
れ
、
ト
ッ
プ
は
四
日
半
進
出
の
決
断
を
下
せ
る
状
況

　
　
に
な
か
っ
た
。
な
お
、
海
軍
技
術
士
官
藤
崎
島
島
氏
（
日
窒
よ
り
出

　
　
向
）
は
「
東
京
本
社
田
代
三
郎
氏
に
第
二
海
軍
燃
料
廠
の
現
状
を
報

　
　
噛
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
藤
崎
談
、
昭
和
六
二
年
二
月
二
日
。

（
3
9
）
　
日
産
化
学
工
業
は
大
正
十
五
年
に
イ
タ
リ
ア
モ
ン
テ
ィ
カ
テ
ィ
ニ

　
　
社
と
特
許
契
約
。
大
日
本
人
造
肥
料
㈱
『
大
日
本
人
造
脛
料
株
式
会

　
　
社
五
十
年
前
』
（
非
売
品
　
昭
和
十
一
年
）
＝
八
頁
。
前
掲
『
八
十

　
　
年
史
』
八
七
－
八
八
、
＝
○
頁
。

（
4
0
）
　
片
渕
智
談
、
昭
和
六
二
年
七
月
十
日
。
「
東
京
で
企
画
し
、
東
京
と

　
、
四
日
市
を
往
来
し
た
。
反
応
筒
の
内
部
構
造
で
苦
労
し
た
」
と
の
こ

　
　
と
で
あ
る
。

（
4
1
）
　
内
海
碩
夫
氏
。
内
海
氏
は
織
田
研
一
氏
の
要
請
に
答
え
て
、
日
産

　
　
化
学
工
業
か
ら
日
肥
四
日
市
工
場
に
移
る
。
内
海
談
、
昭
和
六
二
年
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三
月
二
入
日
。
連
合
国
の
要
請
で
、
三
井
驚
愕
技
術
中
佐
は
大
船
第

　
　
一
海
軍
燃
料
廠
に
て
海
軍
技
術
の
報
告
書
を
作
成
す
る
。
そ
の
後
四

　
　
日
市
へ
移
る
。
こ
の
報
告
書
は
後
日
P
B
レ
ポ
ー
ト
と
な
り
、
公
表

　
　
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
燃
料
懇
話
会
『
日
本
海
軍
燃
料
史
ω
』
（
非
売

　
　
品
　
原
書
房
・
昭
和
四
七
年
）
四
七
四
－
九
九
頁
。

（
4
2
）
　
左
記
の
社
史
お
よ
び
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
き
作
成
。

　
　
東
海
瓦
斯
化
成
㈱
四
日
市
工
場
『
工
場
一
五
年
の
歩
み
』
（
非
売
品

　
　
昭
和
三
六
年
）
＝
二
一
一
五
頁
。
東
海
瓦
斯
化
成
四
日
市
労
働
組
合

　
　
『
組
合
二
十
年
誌
』
（
非
売
品
　
昭
和
四
一
年
）
、
年
表
参
照
。

（
4
3
）
　
竹
井
俊
郎
『
開
発
技
術
の
旅
六
十
年
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
一
年
）

　
　
一
一
六
－
二
五
頁
。

（
4
4
）
　
長
沢
玄
光
編
著
、
苫
米
地
義
三
述
『
苫
米
地
義
三
回
顧
録
』
（
浅
田

　
　
書
店
　
昭
和
二
六
年
）
二
五
一
頁
。

（
4
5
）
　
花
王
石
鹸
㈱
『
花
王
石
鹸
七
十
年
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
三
五
年
）

　
　
二
九
二
頁
。

（
4
6
）
　
日
産
化
学
工
業
㈱
「
大
日
本
油
脂
和
歌
山
工
場
硫
安
転
換
計
画
」
、

　
　
大
日
本
油
脂
㈱
「
潤
滑
油
生
産
設
備
転
換
計
画
書
」
（
昭
和
廿
年
九
月

　
　
拾
七
日
）
、
日
産
化
学
工
業
社
長
苫
米
地
義
三
、
・
花
王
石
鹸
㈱
長
瀬
商

　
　
会
社
長
「
新
会
社
創
立
案
」
、
以
上
全
て
石
川
文
書
N
－
1
8
1
4
『
戦

　
　
後
設
備
関
係
資
料
ω
』
所
収
。
前
掲
『
八
十
年
史
』
、
三
二
九
頁
。

（
4
7
）
　
前
掲
石
川
文
書
N
1
1
8
1
4
、
C
I
九
八
。

（
4
8
）
　
日
本
肥
料
㈱
「
第
六
三
回
理
事
会
案
内
状
」
（
昭
和
二
一
年
二
月
二

　
　
〇
日
付
重
政
理
事
長
発
、
二
月
二
二
日
化
学
統
制
会
受
）
、
石
川
文
書

　
　
E
1
6
i
5
『
日
本
肥
料
株
式
会
社
圃
』
所
収
、
G
l
四
〇
一
傾
。

（
4
9
）
　
前
掲
『
八
十
年
史
』
、
＝
○
頁
。
前
掲
『
組
合
二
十
年
誌
』
、
七

　
　
七
頁
。

（
5
0
）
　
前
掲
『
三
菱
油
化
三
十
年
史
』
、
一
八
八
一
九
一
頁
。
伊
原
郁
太
郎

　
　
『
素
顔
の
三
菱
紳
士
』
（
育
英
出
版
社
　
一
九
八
○
年
）
八
九
一
二
五

七
頁
参
照
。
伊
原
郁
太
郎

三
郎
追
想
録
編
集
委
員
会

＝
二
四
一
三
八
頁
参
照
）
。

「
池
田
さ
ん
と
東
海
瓦
斯
化
成
」
（
泡
田
亀

『
池
田
亀
三
郎
』
、
非
売
品
、
昭
和
五
三
年
、

（
東
京
工
業
大
学
大
学
院
）
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